
『さわやかな笑顔と思いやりの心で、安心、安全な満足される医療をめざします』
そのために、患者さんは言うまでもなく全職員ひとり一人を大切にします。

80th
Anniversary

よ う き け ん

長崎川棚医療センター広報誌

●ようきけんとは「病む人の病のみならず心をも癒すことの出来るところ」という意味です。

　当院は昨年、国立病院と
しての創立から数えて80周
年という大きな節目を迎える
ことが出来ました。
　昭和19年（1944年）に川

棚海軍病院として開設された当院は、昭和20年（1945年）の終
戦後に「国立川棚病院」となりました。その後、「国立療養所
川棚病院」「長崎神経医療センター」への病院名変更を経て、
平成21年（2009年）より「独立行政法人国立病院機構長崎川
棚医療センター」となり現在に至っております。
　80年という長きにわたり地域医療を担い続けてこられたの
は、ひとえに当院を信頼し受診してくださった患者さま、ご家
族の皆さま、地域の皆さまのおかげであり、そして時代ごとの
困難な状況に向き合いながら医療を支えてきた職員一人ひと
りの努力の賜物でもあると考えます。心より感謝申し上げます。
当院の80年の歩みは、決して順風満帆なものではなかったと
思います。
　戦後の混乱期、高度経済成長期、医療制度改革の波など、
その時代ごとに医療の在り方は大きく変化してきました。そし
て近年、私たちは新型コロナウイルス感染症という、未曾有の
困難にも直面しました。感染拡大の中で、医療現場は常に緊
張と不安にさらされました。限られた人員と資源の中で、通常
診療と感染対応を両立させることは容易ではなく、職員の心身
への負担も決して小さなものではありませんでした。

　新型コロナウイルス感染症は何とか収束を迎えつつあるよ
うですが、物価高騰、人件費の増加などにより、病院経営の面
でも厳しい判断を迫られる場面は続いております。「医療を守
ること」と「経営を維持すること」の両立は、決して簡単なもの
ではありません。
　それでも当院が歩みを止めずにこられたのは、「この地域に
この病院が必要だ」という思いを、職員全員が共有してきたか
らに違いありません。厳しい状況の中でも、患者さま一人ひと
りに向き合い、互いに支えあいながら医療を提供し続きてきた
現場の力には、院長として心からの敬意を表したいと思います。
医療を取り巻く環境は、今後も楽になることはないでしょう。人
口減少、超高齢化社会、医療の高度化、働き方改革など、課題
は山積しています。しかし、変化の時代だからこそ、当院が大
切にしてきた「地域に寄り添う医療」の価値は、より一層高ま
ると考えています。
　80周年はゴールではなく、未来へ続く新たなスタートととら
えています。次の10年、20年に向けて、職員が誇りをもって働
ける病院であり続け、地域の皆さまに安心を届けられる病院
であるために、挑戦を続けてまいります。
　今後とも、当院への変わらぬご支援とご指導を賜りますよ
う、心よりお願い申し上げます。

《80周年記念号》

長崎川棚医療センター
創立80周年に寄せて

編集後記

●「養氣軒」はホームページでもお読みいただけます→http(s)://nkmc.hosp.go.jp

記念号の発行にあたり、長崎川棚医療センターが戦後と共
に歩んできた80年の歴史を感じることができました。
地域の皆さまに支えられ、積み重ねられてきた年月の重みを
改めて感じています。社会や医療を取り巻く状況が変化し続

ける中でも、私たちはこの地で変わらず、誰もが安心して暮
らせるよう貢献してまいります。これからも地域の皆さまと
共に、信頼される医療機関であり続けたいと思います。

令和8年3月
長崎川棚医療センター院長

植木 俊仁
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みんなで迎えた80周年だよ！



『さわやかな笑顔と思いやりの心で、安心、安全な満足される医療をめざします』
そのために、患者さんは言うまでもなく全職員ひとり一人を大切にします。

80th
Anniversary

よ う き け ん

長崎川棚医療センター広報誌

●ようきけんとは「病む人の病のみならず心をも癒すことの出来るところ」という意味です。

　当院は昨年、国立病院と
しての創立から数えて80周
年という大きな節目を迎える
ことが出来ました。
　昭和19年（1944年）に川

棚海軍病院として開設された当院は、昭和20年（1945年）の終
戦後に「国立川棚病院」となりました。その後、「国立療養所
川棚病院」「長崎神経医療センター」への病院名変更を経て、
平成21年（2009年）より「独立行政法人国立病院機構長崎川
棚医療センター」となり現在に至っております。
　80年という長きにわたり地域医療を担い続けてこられたの
は、ひとえに当院を信頼し受診してくださった患者さま、ご家
族の皆さま、地域の皆さまのおかげであり、そして時代ごとの
困難な状況に向き合いながら医療を支えてきた職員一人ひと
りの努力の賜物でもあると考えます。心より感謝申し上げます。
当院の80年の歩みは、決して順風満帆なものではなかったと
思います。
　戦後の混乱期、高度経済成長期、医療制度改革の波など、
その時代ごとに医療の在り方は大きく変化してきました。そし
て近年、私たちは新型コロナウイルス感染症という、未曾有の
困難にも直面しました。感染拡大の中で、医療現場は常に緊
張と不安にさらされました。限られた人員と資源の中で、通常
診療と感染対応を両立させることは容易ではなく、職員の心身
への負担も決して小さなものではありませんでした。

　新型コロナウイルス感染症は何とか収束を迎えつつあるよ
うですが、物価高騰、人件費の増加などにより、病院経営の面
でも厳しい判断を迫られる場面は続いております。「医療を守
ること」と「経営を維持すること」の両立は、決して簡単なもの
ではありません。
　それでも当院が歩みを止めずにこられたのは、「この地域に
この病院が必要だ」という思いを、職員全員が共有してきたか
らに違いありません。厳しい状況の中でも、患者さま一人ひと
りに向き合い、互いに支えあいながら医療を提供し続きてきた
現場の力には、院長として心からの敬意を表したいと思います。
医療を取り巻く環境は、今後も楽になることはないでしょう。人
口減少、超高齢化社会、医療の高度化、働き方改革など、課題
は山積しています。しかし、変化の時代だからこそ、当院が大
切にしてきた「地域に寄り添う医療」の価値は、より一層高ま
ると考えています。
　80周年はゴールではなく、未来へ続く新たなスタートととら
えています。次の10年、20年に向けて、職員が誇りをもって働
ける病院であり続け、地域の皆さまに安心を届けられる病院
であるために、挑戦を続けてまいります。
　今後とも、当院への変わらぬご支援とご指導を賜りますよ
う、心よりお願い申し上げます。

《80周年記念号》

長崎川棚医療センター
創立80周年に寄せて

編集後記

●「養氣軒」はホームページでもお読みいただけます→http(s)://nkmc.hosp.go.jp

記念号の発行にあたり、長崎川棚医療センターが戦後と共
に歩んできた80年の歴史を感じることができました。
地域の皆さまに支えられ、積み重ねられてきた年月の重みを
改めて感じています。社会や医療を取り巻く状況が変化し続

ける中でも、私たちはこの地で変わらず、誰もが安心して暮
らせるよう貢献してまいります。これからも地域の皆さまと
共に、信頼される医療機関であり続けたいと思います。

令和8年3月
長崎川棚医療センター院長

植木 俊仁

地域医療連携室

看護師長会

療育指導室

手術室
外 来

３階病棟

放射線科

栄養管理室

リハビリテーション科 医療機器管理室

事務部企画課

医事・外来窓口

総合情報管理室

事務部管理課

診療録管理室

臨床検査科

薬剤部

６階病棟 ４階病棟

８病棟

みんなで迎えた80周年だよ！



『さわやかな笑顔と思いやりの心で、安心、安全な満足される医療をめざします』
そのために、患者さんは言うまでもなく全職員ひとり一人を大切にします。

80th
Anniversary

よ う き け ん

長崎川棚医療センター広報誌

●ようきけんとは「病む人の病のみならず心をも癒すことの出来るところ」という意味です。

　当院は昨年、国立病院と
しての創立から数えて80周
年という大きな節目を迎える
ことが出来ました。
　昭和19年（1944年）に川

棚海軍病院として開設された当院は、昭和20年（1945年）の終
戦後に「国立川棚病院」となりました。その後、「国立療養所
川棚病院」「長崎神経医療センター」への病院名変更を経て、
平成21年（2009年）より「独立行政法人国立病院機構長崎川
棚医療センター」となり現在に至っております。
　80年という長きにわたり地域医療を担い続けてこられたの
は、ひとえに当院を信頼し受診してくださった患者さま、ご家
族の皆さま、地域の皆さまのおかげであり、そして時代ごとの
困難な状況に向き合いながら医療を支えてきた職員一人ひと
りの努力の賜物でもあると考えます。心より感謝申し上げます。
当院の80年の歩みは、決して順風満帆なものではなかったと
思います。
　戦後の混乱期、高度経済成長期、医療制度改革の波など、
その時代ごとに医療の在り方は大きく変化してきました。そし
て近年、私たちは新型コロナウイルス感染症という、未曾有の
困難にも直面しました。感染拡大の中で、医療現場は常に緊
張と不安にさらされました。限られた人員と資源の中で、通常
診療と感染対応を両立させることは容易ではなく、職員の心身
への負担も決して小さなものではありませんでした。

　新型コロナウイルス感染症は何とか収束を迎えつつあるよ
うですが、物価高騰、人件費の増加などにより、病院経営の面
でも厳しい判断を迫られる場面は続いております。「医療を守
ること」と「経営を維持すること」の両立は、決して簡単なもの
ではありません。
　それでも当院が歩みを止めずにこられたのは、「この地域に
この病院が必要だ」という思いを、職員全員が共有してきたか
らに違いありません。厳しい状況の中でも、患者さま一人ひと
りに向き合い、互いに支えあいながら医療を提供し続きてきた
現場の力には、院長として心からの敬意を表したいと思います。
医療を取り巻く環境は、今後も楽になることはないでしょう。人
口減少、超高齢化社会、医療の高度化、働き方改革など、課題
は山積しています。しかし、変化の時代だからこそ、当院が大
切にしてきた「地域に寄り添う医療」の価値は、より一層高ま
ると考えています。
　80周年はゴールではなく、未来へ続く新たなスタートととら
えています。次の10年、20年に向けて、職員が誇りをもって働
ける病院であり続け、地域の皆さまに安心を届けられる病院
であるために、挑戦を続けてまいります。
　今後とも、当院への変わらぬご支援とご指導を賜りますよ
う、心よりお願い申し上げます。

《80周年記念号》

長崎川棚医療センター
創立80周年に寄せて

編集後記

●「養氣軒」はホームページでもお読みいただけます→http(s)://nkmc.hosp.go.jp

記念号の発行にあたり、長崎川棚医療センターが戦後と共
に歩んできた80年の歴史を感じることができました。
地域の皆さまに支えられ、積み重ねられてきた年月の重みを
改めて感じています。社会や医療を取り巻く状況が変化し続

ける中でも、私たちはこの地で変わらず、誰もが安心して暮
らせるよう貢献してまいります。これからも地域の皆さまと
共に、信頼される医療機関であり続けたいと思います。

令和8年3月
長崎川棚医療センター院長

植木 俊仁

地域医療連携室

看護師長会

療育指導室

手術室
外 来

３階病棟

放射線科

栄養管理室

リハビリテーション科 医療機器管理室

事務部企画課

医事・外来窓口

総合情報管理室

事務部管理課

診療録管理室

臨床検査科

薬剤部

６階病棟 ４階病棟

８病棟

みんなで迎えた80周年だよ！



《基本理念》

《運営の基本方針》

《病院概況》

稼働病床数

患者数

職員数
（R7.4.1）

１． 養気軒の精神で、全人的医療を行う。
２． 質の高い、安心、安全な医療を提供し、地域の皆さんからの信頼を得る。
３． 『地域との連携』、『病院職員間の融和』のもとに、医療連携、チーム医療を推進する。
４． 職員にとって働きやすい職場環境を整備する。
５． 健全な経営のため努力する。

急性期一般病棟 （３階病棟）
障害者病棟 （６階病棟・８病棟）
地域包括ケア病棟 （４階病棟）
合計

60床
115床
60床
235床

令和6（2024）年
令和5（2023）年
令和4（2022）年

外来患者数 

111.8人
111.4人
118.9人

入院患者数 

207.4人
201.7人
204.9人

医師
看護師
その他
合計

常勤  

17名
153名
82名
252名

非常勤

-
8名
46名
54名

「さわやかな笑顔と思いやりの心で安心、
安全な満足のいく医療を目指します。」
そのために、患者さんは言うまでもなく
全職員ひとり一人を大切にします。

コロナ禍に
“ゆたかカレッジ長崎
キャンパス”の皆さん
に頂いた
応援横断幕です。

「養氣軒」東郷元帥直筆（1905年）「養氣軒」東郷元帥直筆（1905年）
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0
2
0
年
ま
で
）

九
州
国
際
重
粒
子
線

が
ん
治
療
セ
ン
タ
ー
と
の

　

  

医
療
機
能
連
携
協
定

長
崎
県
初
期
被
ば
く

　
　
医
療
機
関
の
指
定

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
「
さ
く
ら
そ
う
」開
設

筋
ジ
ス
8
病
棟

　
　
　
7
対
1
看
護
へ
変
更

新
病
棟（
6
階
建
）竣
工

入
院
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設

D
Ｐ
Ｃ（
診
断
群
分
類

　
包
括
評
価
）の
運
用
開
始

創
立
6
0
周
年

創
立
7
0
周
年

H3年
（1991）

H10年
（1998）

H14年
（2002）

H16年
（2004）

H17年
（2005）

H18年
（2006）

H19年
（2007）

H20年
（2008）

H21年
（2009）

H21年
（2009）

H24年
（2012）

H25年
（2013）

H27年
（2015）

H27年
（2015）

H29年
（2017）

H30年
（2018）

「
神
経
内
科
」を
標
榜

　
（
全
国
で
初
め
て
の
診
療
科
）

神
経
難
病
の
治
療
と

　
　
　
研
究
を
開
始

S50年
（1975）

病床数
（190床）

病床数
（318床）

病床数
（330床）

病床数
（315床）

病床数
（285床）

電
子
カ
ル
テ
の
更
新（
2
回
目
）

外
来
管
理
棟
老
朽
給
水
管
更
新
工
事

5
階
病
棟　
閉
鎖

6
階
病
棟　
急
性
期
を

　
　
　
　
　
障
害
者
病
棟
へ
変
更

4
階
病
棟
改
修　
5
床
増
床（
6
0
床
）

外
来
管
理
棟
1
階 

廊
下
・
ト
イ
レ

　
　
　
　
　
　
　

 

内
装
改
修
工
事

公
開
講
座
の
再
開

医
療
措
置
協
定
の
締
結

　
　
　
（
長
崎
県
）感
染
症
5
床

創
立
8
0
周
年

病
院（
公
式
）イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
開
設

新
病
棟
と
の
接
続
廊
下
を
新
設

病
院
入
り
口
交
差
点
拡
張
工
事

　
土
地
売
却（
国
交
省
・
川
棚
町
）

エ
ネ
ル
ギ
ー
棟
防
水
扉
改
修
工
事

老
朽
化
対
策
整
備
工
事
始
ま
る

（
受
電
設
備
・
空
調
設
備
・
医
療
ガ
ス
）

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
（
さ
く
ら
そ
う
）経
営
移
管

病
院
機
能
評
価V

er3.0

認
定

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
対
応

接
触
者
外
来
の
設
置

患
者
受
入
協
力
医
療
機
関

診
療
・
検
査
医
療
機
関

R元年
（2019）

R2年
（2020）

R3年
（2021）

R4年
（2022）

R5年
（2023）

R6年
（2024）

R7年
（2025）

病床数
（240床）マスコット「ヨーキー」誕生（原案）

80周年記念
ロゴマーク

病床数
（398床）

平　　　　　　　成

令　　　　　　　和


